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ドル ガ ン語 韻 文 作 品 「幸 もて る者 」
(オグ ド ・ア ク シ ョー ノ ワ作)に つ い て
藤 代
???
庄垣内正弘教授がチュルク語研究に適進なさ
る姿を仰ぎみて20年になる.教 えを受けた事
柄は数知れぬが,北 方チュルク語研究の扉を
たたく勇気を与えてくださったことに深 く感
謝し,教授の還暦を寿ぎ,この小論を捧げる.
0.は じめ に
ドルガン語は言語学的には北方チュルク語,ヤ クー ト語の一方言として扱え
る言語である.しか し,その使用状況からみて独立 した言語 として扱われるべ
き点 も多い.本 稿ではドルガン語による韻文作品について,その原文とともに
和訳を掲げ,解題を施 したい.
1.ドルガ ン語
ドルガン語はロシァ連邦クラスノヤルスク:地方タイムル自治管区および隣接
するヤクー ト(サバ)共和国(ヤクーチヤ)アナバル地区に居住するおよそ6000
人の人口を持つ ドルガン人の言語である.この言語の成立は ドルガン人が一つ
の民族集団としてアイデンティティをもつまでのプロセスと密接 に結びついて
いる.ドルガン族は現在の主たる居住地であるタイムル半島に17-18世紀頃に
形成された民族集団である.こ の比較的新 しい民族の成立基盤は複雑である.
ヤクーチア北西部から移動 してきたエベンキ人及びヤクー ト人が,タ イムルに
先住 しもっぱらトナカイ飼育に従事 していたエベンキ人に合流 し,さらに周辺
(25)
の各地に傭兵や商人等としてヨーロッパロシアから移住 してきていたロシァ人
も参加 し,この新 しい民族が形成された.これらの人々が意志疎通のための共
通の言語として選んだのが当時シベリア全域で広 く使用 され,時 にはシベ リア
の諸民族の間でリンガフランカの役割を果た していたヤクー ト語であった.こ
のヤクー ト語を基盤にドルガン語が成立 した.ドルガン民族の形成過程におい
てヤクー ト語話者ではなかった集団は自らの言語を下層言語 とし,やがて ドル
ガン語を母語として言語共同体 としての ドルガン族の一角を成していったので
あろう.
ドルガン語は言語学的にはヤクー ト語のタイムル方言 とみなせる言語である
が,語彙のレベルにおいてヤクー ト語標準語 とは差異が大きい.1940年にウブ
リヤ トワが 「ノリリスクの ドルガン人の言語」として砥究対象にしてより後,ド
ルガン語をヤクー ト語とは別個の言語とみなす傾向がある(y6p∬TOBa:1985).
ドルガン語の独立性 を強めた要因は標準ヤクー ト語との語彙の隔たりの他に,
ドルガン人が自らの民族集団としてのアイデンティティをその言語にもとめた
ことも大 きい(藤代:2000).さらに ドルガン語の独立性を高めたのは正書法の
成立である.
ドルガン語による最初の印刷出版物としては1973年にドルガン人詩人オグ
ド・アクショーノワによる詩が発表されている.この詩集『バラクサン』(AKceHOBa:
1973)において ドルガン語の表記はすでにヤクー ト語の標準的表記からは外れて
いる.こ こからはじまり,ドルガン語アルファベットが1978年に公式に認めら
れるまでの過程をたどるのであった.やがて ドルガン語独 自の教材によりドル
ガン語教育を行うべきであるという信念の もと,オ グド・アクシ ョーノワは同
じくドルガン人出身の教育学者アンナ ・バルボーリナとウラジーミル ・パル
フィーリエフとともにドルガン語アルファベ ット教本の作成に取 り組んだ.こ
のアルファベット教本(初等読本)の作成には試行錯誤が繰 り返された.lg81年
に実験的教科書が作成され,か なり大幅な改訂を経た後,1990年にはじめての
『初等教本』の出版がレニングラー ド市にある教育出版社からなされた(AKceHOBa,
(26)
Bap60πKHa:lggO).1992年には同社 か ら北方少数民族の学 習 辞 典 シ リーズの
一巻 として 『ドル ガン語 ・ロシア語=ロ シア語 ・ドルガ ン語 辞書 』(4000語)が
出版 されるに至 った(AKceHoBaeta1.:1992).
くり
2.詩人オグ ド ・ア クシ ョーノワ
初めての ドルガン人出身の作家であるエブ ドキヤ(オグド)・エゴロブナ ・ア
クショーノワはタイムル(ドルガン・ネネツ)自治管区アバム地区ボガニダ村に
て1936年2月8日に生まれた.
父エゴル ・ドミトリエビッチ ・アクショーノワは共産党アバム地区委員会書
記であり,母フェドウシャ ・カルポブナは主婦 として3人の子 どもを育てる婦
人であった.オ グドは幼少時代から祖母のジエブギエンからその教育において
大きな影響をうけていた.
エブ ドキヤ ・アクショーノワはロシア語での詩作はすでに5年次に在学申に
始めてお り,その作品は地元紙に取 り上げられることもあり,また散文作品が
賞をとるなど,早 くか らその才能は注 目されていた.
中等学校卒業後,イ ルクーツク大学に入学 したが,健康 を損ない卒業は果た
せなかった.ハ タンガ地区のカ トゥリク村,ジ ュダニハ村,ノ ボリブノエ村に
て教員 と司書を兼ね,また赤色チュム(北方各地に革命後設営された共産主義文
化活動拠点)の指導者 として働いた.
アマチュアの文化活動のオーガナイザーとしてエブ ドキヤ ・エ ゴロブナは嘩
し唄,歌 を創作 し,さ らに後には母語であるドルガン語で詩を創作するように
なった.そ れら作品群は数多のコンクールで入賞を果たすなどした.
1969年にクラスノヤルスク書籍出版から 『極地日』シリーズの一冊として詩
(1)O取oAKceHoBaオグ ド ・ア ク シ ョー ノワ の ロシ ア 名 はEB八oK廟aEropoBHaAKceHol獄
エ ウ ドキ ヤ ・エ ゴ ロ ブ ナ ・ア ク シ ョー ノ ワで あ る 。 オ グ ド ・ア ク シ ョー ノ ワの 略 歴 な
ど につ い て はCeMeHK)K(1993)に拠 っ た.
(27)
く　 　
集 『初 日の出』がO.ア クシ ョーノワ,L.ニェニ ャング,そ の他 の詩人等の詩 を
載せて編 まれ た.
そのころか ら,モ スクワの レオニ ド・ヤ フニ ン,Al.ゾリン,ま たクラス ノヤ
ル スクの アイダ ・フ ヨドロワ,他 に もオグ ドの詩 を翻訳 しようとい う人々が現
れ るようになった.
タイムル民族管区40周 年 記念 に管区の民族芸術 館 によ り0.アクシ ョー ノワ
の詩集が小冊子 として刊行 され た.
1973年にクラスノヤルスク書籍 出版か らオグ ド(エブ ドキヤ)・ア クシ ョー ノ
ワ著 『バ ラクサ ン』(AKceHOBa:1973)が出版 された.そ こには謎々 もあれば諺 や
古 くか らの言い伝 え などの フォークロールの要素が豊富 に盛 り込 まれていた.
ドルガ ン語による初めての書籍 『バ ラクサ ン』は ドルガ ン語の書 法が作 られる以
前 に出た ものであった.つ まり,当 時,『バ ラクサ ン』は実際的 には同時 に初等
読本で もあ った とい える.
良い声 に恵 まれ,音 感 もよかったこ ともあ り,エ ブ ドキヤ ・エ ゴロブナは年
老 いた猟師達や竈 を守 る女達に教 わった ドルガ ンの歌の旋律 をす ぐ覚え ること
がで きた.1975年に 『ドル ガンの歌』,1976年に 『ツン ドラ模様』が出版 され る
と,オ グ ドによる詩や離 し唄 に ドル ガンの人々は遠 い祖先の旋律 を感 じ,ッ ン
ドラの伝統が歌 い込 まれ ているの を認 めた とい う.
その後 もます ます創作活動 を活発 に行 い,北 方少数民族 出身の文学 者 と して
活躍 したが,1995年1月14日 の未 明に ドルガ ン人最初 の詩人,作 家,教 育者
であ り,ま た北方チ ュル ク文化活動 の旗手で あったオグ ド ・ア クシ ョー ノワは
な くなった.ド ル ガン語 ・文学 の分 野のみな らず,北 方諸民族の文化活 動にお
い て も大 きな損 失で あった.本 稿 に掲 げ る 「幸 もて る者」は作者 オグ ド ・ア ク
シ ョー ノワが詩集 『バ ラクサ ン』を世に問 うた同 じ年 に創作 され,ご く近年 まで
ドル ガン語原文が未刊行であ った作品であ る.
(2)タイムル自治管区に主に居住する「北方少数民族」の一つ,ガ ナサン出身の詩人,作
家.
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3.「幸 もてる者」
3。1背 景 な ど
この作品は上記のように1973年にドゥジンカ市にてオグ ド・アクショーノワ
によって書かれた作品である.当時はロシア語訳によってのみ発表された.オ
グ ド・アクショーノワの作品を多 く翻訳 し,作者と親交の深かった翻訳家であ
りまた自身も詩人であるワレーリィ ・クラベツにオグ ド・アクショーノワが自
ら逐語的にロシア語に訳 し書き送ったものをクラベツがロシア語の韻文作品に
整え発表 した.ク ラベツ氏の訳はオグド・アクシ ョーノワの原文の意図を損な
わない翻訳である.オ グ ド・アクショーノワの ドルガン語原稿はその死後,ク
ラベツの元から,原稿整理をおこなっていたアンナ ・バルボーリナのもとに届
けられた.その後,2001年にはこれら未刊行の作品を含んだ作品集が発表され
たが,「幸 もてる者」もそこに含 まれている(Barbolina,A.A.,Fujishiro,S.(eds.):
2001).原文は3部からな り,462行をもつ.オ グ ドの韻文作品のなかでは最 も
長い作品である.
「幸 もてる者」は帝政ロシア時代末期,社 会主義革命前夜にシベリアの少数民
族 ドルガン族に生まれたパフルガスという幼名を持つ ドルガン人男性の生涯を
語った叙事詩である.随所にシベリアの トナカイ飼育者らの生活をシャーマニ
ズムなどの伝統的なモチーフを用いて描 き,一方で,革 命期の混乱,そ の後の
ソビエ ト政権確立後の民族の生活の変遷を記 している.
ドルガン族の形成の歴史は細部まで明らかになっているとは言い難い.と は
いえ,ロ シァ人が主に17世紀以降,帝政ロシア政府の権力を背景にシベリアに
侵出して以来の歴史は,断片的な場合 もあるが文献 として残されている.それ
らから辿って もシベリアの民族集団の再編はあちこちで生 じてお り,ドルガン
族 も複数の民族集団が再編された結果,形 成された集団である.従 って,ド ル
ガン語にはその言語共同体の形成にかかわった人々のかつての使用言語の要素
が数多みられる,このオグド・アクショーノワの作晶の中にもロシア語やエベ
ンキ語等の要素が多 くみられる.後掲の ドルガン語テキス トの注においてはそ
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れ らの点 につ いて も言及 した.
3.2.「幸 もて る者 」 ドル ガ ン語 原 文 につ い て
3.2.1.脚韻
「幸 もてる者」は全462行,113連か らな る.大 半 の連 が4行 か らなる.第1
連7行,他 に第83,89連が2行,第45,77,81連 が6行,他 に第96連 が9
行 か らな る.ほ ぼすべての連 が脚韻 を踏 んでい る.4行 か らなる連の脚韻 のパ
ター ンと頻 度は以下の とお りであ る.
該当する連の数82連
第1行 末A
第2行 末A
第3行 末B
第4行 末B
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
? 2連1連/106連
AA
BB
CB
CB
その他,4行 の連以外 の7連 は各 々,以 下 の ような脚韻 を踏 んでいる.
第1連:AABBBCC第83,89連:AA第45,81連:AABBCC
第77連:AAAABB第96連:AABBBBBBB
「幸 もてる者」が脚韻を踏んでいるのは ドルガン語形成の基盤となったヤクー
ト語の口承文芸オロンホ(英雄叙事詩)におけるのと同じである.オ ロンホにお
　ヨ 　
いては時に頭韻も厳密に踏まれることがあるが,「幸 もてる者」においては頭韻
はほとんど踏 まれていない.
ドルガン語の韻文における韻の踏み方については,今後,チ ュルク系諸言語
(3)以 下 に オ ロ ンホ 「威 風 堂 々 た る独 り者Mogu萌Arsoγotox」の 冒頭 の部 分 をKapalaeB
(1996)より掲 げ る.和 文 は拙 訳.こ こで は3行 ご との 脚 韻(一h-ln,一GAr)と,3行
つ つ 頭 韻 を踏 んで い る。/
(30)
の韻文における韻の有 り様に加え,周辺の他系統言語の韻の踏み方とともにさ
らに考察を加えねばならない.
3.2。2.ロシア語借用語彙
ドルガン語にはその形成に複数の言語が関わっているため,そ れらの言語か
らの借用語彙が多 くみられる.こ こでは 「幸もてる者」に現れるロシア語借用語
彙について言及する.既述のようにこの韻文作品は3部からなるが第1部 が革
命前の時代背景で描かれ,第2部 は革命直後のソビエ ト政権が極北地方にも及
んで きた当時を描き,第3部 が第2次世界大戦中の回想とその後の ドルガン人
の生活を描いているので各々に現れるロシァ語借用語彙の性格 とそれら語彙の
借用形式に差異がみ とめられる.こ こではそれ らについて述べたい.
3.2,2.1.「幸 もてる者」に現れ るロシア語借用語彙
以下に文中に現れるロシア語借用語彙を各部ごとに掲げる.O内 は対応する
くの
ロシア語彙であ る.
＼Bilir錘d「flfm
Bistarmi'ndaatfn
Bfdanfnaraa6ttUg血,
Urukkudlflfm
Oxsuhulaaxuorγatln
O呵anna臓a6雌gar,
Aaspftd㌃正lim
AnfsxannaaxI麺daannaaxkUnUn
Ad「asanaraa瞼haa宜gar,
Kuopputd窟m
Kudu1γannaaxkudan61U髄uorYatrn
Kuohalalaaxxonnoγor
(4)
遠い昔の我が歳月の
切 り立つ頂の
遥か彼方に
遠 き我が歳月の
競いあう山脈の
さらに彼方に
我が過ぎ去りし歳月の
寒風の中の騒がしき日々の
ずっと向こうに
駆け去った我が歳月の
飽 くことのない死の山脈の
深き懐にいて
本 項 の借 用 語 彙 中 のja,鉢」Ωは,各 々,ロ シ ア文 字 の 只,m,e⑥で 表 記 され る.転 写
につ い て詳 し くは本 稿p.34をみ られ た い.
(31)
第1部
くの
Inolippa(Mo"vaTBa)「祈 り」 ・kiil(<rus.KMnb?)「櫨 等 の 滑 り木 」buospa(ocna)
「庖 瘡 病 」
第2部
Ujbaan(KBaH)[人名 】kolkuos(Konxo3)「集 団 農 場 」hUba(coBeT)「ソ ビ エ ト
(議会)」kommunis(KoMMHvacT)「共 産 主 義 者 」,iakutkomsomol(gKyT,
KoMcoMoneH)「ヤ ク ー ト人,共 産 青 年 同 盟 員 」Osipov(OcKnoB)【人 名]
otrjat(a)～oajad①(oπP蜘陪 区隊 」bukva(6yKBa)「文 字 」mahuorka(MaxopKa)
「マ ホ ー ル カ(安 価 な 刻 み 煙 草 の 一 種)」u6uutal(yqMTenb)「教 師 」
第3部
Nlki'i(HHKollati)[人名 】ostool(cTon)「机 」belorus(6enopyc)「白 ロ シ ァ 人 」
tata血(TaTapnH)「タ タ ー ル 人 」bロomba(60M6a)「爆 弾 」ltiOt6Uk(neTunK)
「飛 行 士 」samolet(caMoneT)「飛 行 機 」haldaat(collnaT)「兵 隊 」biirdanka
(6epnaHKa)「ベ ル ダ ン銃 」raketa(paKeTa)「ミ サ イ ル」Noroliskaj(HoprmbcK)
[地名]purgaa(nypra)「吹 雪 」Sovet(CoBeT)「ソ ビ エ ト」gaas(rac)「ガ ス 」
Palagiaj(Rerrarefi)[人名 】duoktur(noKTop)「医 者 」radiba(paπm)「ラ ジ オ 」
gazet(ra3eT)「新 聞 」nemis(HeMe幻「ド イ ツ 人 」.kommunist(KoMMYHMcT)
「共 産 主 義 者 」biliat(一taax)(6nneT)「証 明 書{～ を 持 っ て い る 者]」sekretarT
(ceKpeTapb)「書 記 」partbiliat(napT6vaneT)「共 産 党 員 証 」part導a(napTvag)「共
産 党 」Lenin(neHnH)「レ ー ニ ン 【人 名]jBuran(BypaH)「 プ ラ ン」【電 動
権 の ブ ラ ン ド名]tabaag'i(<rus.Ta6aK?)「煙 草 」ispiiska(cnMqKa)「燐 寸 」
privivka(npnBπBKa)「ワ ク チ ン」
「幸 もてる者」に現れるロシア語借用語彙はそれぞれの部で語られている内容
の背景によく即 した意味内容を持っている.数の上でも第1部 ～第3部 へ と進
(5)kiilはロ シ ア語 か らの 借 用 で あ る可 能 性 が あ る.neKapcK而(1907-1930)では ロ シ ア
語 借 用 と され て は い な い.
(32)
む につれ,増 えてゆ く.
く　　
借 用 語 彙 の 形 式 に つ い て はkommunis(2)一kommunist(3),httba(2)一Sovet(3)の
　ア エ
ように部によって形式が異なるものがみ られる.主 に第3部 にあらわれる借用
　お　
語彙形 式 はロシア語の綴 りを取 り込んでい る.中 にはotrjat-a(2)～otrjad.i(2)
(<rus.OTIPH」1[atrjtit])にみ られ るようにロシア語綴 りを取 り入 れなが らも揺れが
あ る借用形式 もあ る:前 者 は3人 称単数所有接尾辞,後 者 は無人称名詞変化対
格語尾が付加 した形式で ある.
一 方,比 較 的古 い時代 に借 用 され た語彙 の形式 は ドルガ ン語 の音 韻体系 に
沿 った形式で借用 され ている.た とえば,上 掲のhtiba(2)につ いては次 の点 を
比較 的早 い時代の借用特徴 として指摘で きる 二i)語頭 のsに 対応する音 として
hが あ らわれて いる;ii)ドルガ ン語 に本来的で ない音[v]を[b】で借用 してい
る;iii)ロシア語の アクセ ン トが第2音 節 のe(前舌母音)に落 ちているの で,
く　ラ
これ を反映 して母音調和 をほどこ した形式で借用 してい る,
さ らに古 い借用 と思 われるmolippa(1)はロシア語molitvaの[v]を[b]に対応
させ た後,tbを ドルガ ン語 に合わせて[pp]に変えた.こ こでは母音調和 は借 用
ロの
形に反映されていない.
(6)語 彙 に続 く0内 の数 字 は部 を表 す.
(7)ロ シ ア語sovet「ア ドバ イ ス,ソ ビエ ト(議会)」の ヤ クー ト語 で の形 はs茸ba「ア ドバ
イ ス」,sovet「ソ ビエ ト(議 会)」の2形 に分 か れ て い る.
(8)ド ル ガ ン語 正 書 法 で は 新規 に導 入 され る ロ シ ア語 借 用 語 彙 に つ い て は本 来,ド ル ガ
ン語 に は な い 音 を表 す ロ シ ア文 字(B[v】,e口e】,eOo】,)K[3】,3【z],Φ【f] x[xL双[ts】,nl[∫1,
田げt∫'】,明u】,∬Oa】)の綴 りの ま ま書 き表 す こ と を原 則 と して い る.し か し,ド ル ガ ン
語 話 者 は,た と え ば ロ シ ア語 か らの借 用 語 彙caMO∬eT(samoljQt)「飛 行 機 」を発 音 す る
と きに,ド ル ガ ン語 の音 韻 特 徴 で あ る/s1→[h]/#_,V_Vを適 用 し,[hamaljot】と発 音
す る こ と もあ る1
(9)こ こ に あげ た 借用 特 徴 はii)およ びiii)はヤ クー ト語 が ロシ ア語 語 彙 を借 用 す る際 に
も見せ る 特徴 で あ る の で,i)がヤ ク ー ト語 を経 由 した ロ シ ア語 借 用 形 に適 用 され た 可
能 性 もあ る,さ ら にヤ ク ー ト語s茸ba「ア ドバ イ ス」が,チ ュ ル ク語 に本 来 的 な語 彙 で
あ り(cfrleKapcK醐(1907-1930);cy6a),ドル ガ ン語 にお い て,ロ シア 語 借 用 語 彙 と混
合 して し ま った 可 能 性 もあ る.
(10)ロ シ ア語molitvaはア クセ ン トを第二 音 節 に持 つ の で 予 想 され る ドル ガ ン語 形 式 は/
(33)
「幸 もて る者」にあ らわれ る借用形式 にはその他 に も固有 名詞 に白.シア語借 用
が多々み とめ られる.そ れ らは各 々,ド ルガン語の規範 を様々に反映 した借用
形 式 をもってい る.
この韻文作 品 「幸 もて る者」を貫 くモチ ーフである 「庖瘡病」はタブー語 をさ
けるための借用語彙で表 されている:buospa(1).なお,「庖瘡病」を表す タブー
語 と してはamaxsin「老女,お ばあ さん」が使 われる こと もある.こ れ らに加
え,ヤ クー ト語で はad'ii「年 配の女性,父 方の年長の女性親族」を以て「庖瘡病 」
を表す ことがあ る(HeKapcKM虹:1907-1930).
4.ドルガ ン語テ キス トと訳
以下に ドルガン語テキス トと和訳を掲げる.和訳は原文からの逐語訳である
ので原文のもつ韻文作品としての特徴が損なわれている場合 も多い.
転写:キ リール文字基盤の ドルガン語文字,ヤ クー ト文字及び一部ロシア
語文字などの転写は特に断らない限り,以下によった.
a=a e=e エ【=1 n=P Φ=f
●,
bl=1
6=b
o.・
e=jo M=m P=「 X=X
蜜b=
B=V
V
)K=Z H=n C=S H=C
o・
3=a
「=9 3=Z H=o h=h
V
q=C
.
K)=jU
5=γ
●
顕=1
量Hb=nT=t
V
HI=S
●
H=ja
耳=d 茸=j 0=0 y=u
V》
㎎=SC
八b=d量 K=k
,・
e=0
■●
Y=u
四丁
)==
＼maliippaであ る.ロ シ ア語 語 彙 の ア クセ ン トの 位 置 は 概 ね 借 用 形 式 に反 映 さ れ る(例:
haldaat(ロシ ア語sold5t))。古 い 時代 に借 用 され た形 式 であ る とす れ ば,ド ル ガ ン形 成
に 関 与 し た ロ シ ア 人 の ロ シ ア 語 の 特 徴 を 反 映 して い る の か も しれ な い.HeKaPCKHH
(1907-1930)には ヤ クー ト語 へ の この借 用 形 式 に つ い て の記 載 は な い.
(34)
ロリ
.D'OLLOOK
い り
幸もてる者
I
Kohoonnorum,hahatinniirim,
ロ 　　
qju血磁m,t句田(囲m.
H血agimkaanintabiil舗,
く　の
KOijdojkoksuktiδmajddrti,
Iraakajan1'ri'alara.
Tuoktan,tuoktan㎞binniigit?
TuQgu句d66nhanaatigft?
第一部 老猫 な庖瘡
我が言葉よ 我が物語よ
我が生き生き描くものよ 歌達よ
我が心臓を脈打つものよ
喉元の空洞をとおる声よ
遠くツンドラを行く歌よ
いったい何処からやってきたのか
何を思って語ろうとするのか
Hismuorataai夢6ttUgar,
(14}
Maskaltaab董thaga宜gar,
K6h6nkalant甑spUtt猛,
Ug廿skarganatil翫a.
ッンドラの果てに
樹木の尽きるところの端に
ッンドラをわた り到来 した
多 くの家々があった
Klhfl宣rhkgat麺ann海,
KU611argailimUt伽n翫
KaraoakihinY9勾da,
大地が色づ く頃にやってきて
湖に網をしかけて暮らした
暗い冬がやってきて
(lDこ の作品 「幸 もてるもの」は ドルガン語では未刊行である.ロ シア語訳版の第1部
のタイ トルは直訳すれば「ばあさん庖瘡(庖瘡災難)」となる.「庖瘡」に前置された「ば
あさん」(dol.am飴xsin)はエピチェットで尊敬や畏怖の対象となる事物について ドルガ
ン人が頻繁に用いる.他に「じいさん」ahaを使うこともある.例えば,「ばあさん冬→
冬ばあさん → 冬将軍」「じいさん熊 → 熊爺さん → 熊親爺」等.な お,第1～3部 の
副題はロシア語訳版に付 されていたものの和訳である.
(12)ojuuktarim,tu(オukt麟m;(加u「絵,絵 画,模 様,装 飾」,tu(オ「歌う,来 し方を歌に
する」;tuqluk囲m;(吻威'αr伽の 些はtuojuk"m「我が歌 としたもの」と韻を踏むために
挿入された可能性がある.
(13)kood(オ「空っぽの,中 が空の」
(14)kaltaa一「樹木がまばらになる」
(35)
　　の
Kaanbutugast'i'ikojunna.血の澱が沈むように深 まっていった
A頑jd雄kmuOnaakolokton,
Araj撚patamatmn.
Ka11aantandlUrUtUspUta?
〔1ω
D,Urα6t6kt6nk6ppUIa?
悪いことには不幸がかさなるもので
この二つはどうしてもはなれない
空から降ってくるのか
昔のたたりで地から出てくるのか
Iallargafar買tun両da_
Kahuondaakihirar巧da.
Baaskabattatan616116r.
D,i互la飢【tarhutaanihall翫.
となりの衆 も罹った...
いったいどれだけの人が犠牲になるのか
庖瘡が出て 死んでいく
家の者達は飢えてい く
iallargafaryitunujda_
KolbogomasIijbatbuolla.
一Abiraa,ta1〕ara-dinl翫
Ia㎡itoktuurunkUIitall翫.
となりの衆 も罹った...
箱に木を立てた
神様お守 りくださいと皆で祈る
病がおさまるのを皆 待っている
Bihiktanin'まt註ara1(pat,
Ogotoamattanamp互t・
一Allaraiallarfald,allar.
Kista盗nhips埆rold監aktar。
揺 りかごから離れない母がいる
その子はもう乳を吸わない
「病気になるのは川下の人たち」と
母はこっそりささやいてみる
0ζi～iogodia～i～ii1我rfalir,
Bama乙こioloruk6rd"U.
その時 病がやってきて
母 と子をみつけ
(15)kaanbutugastif「トナ カ イ の血 の ス ー プ」
(16)6t6k「か つ て誰 か が 住 んで い た 場 所 の こ と,廃 塘 」
(36)
ロ わ
Ikkihinδηδsgt'mmita,
Ogotob'istankaalbita.
二人に目をやったかと思 うと
その子はこと切れた
Iallargaiar1'i'nmujda_
H呼d・ ・k・t・rpgt・・
Hajtaa口竃〕aahiObi㌫al1翫,
くとお
一Bugaatabl'ri'a,;dahallti二
となりの衆 も罹った...
櫨の板を剥が して
サイタン(家神様)にお供えをしている
何卒お助け下さいと言い合っている
IaIIargaiar貰tun吋da_
Ki'rd。agas,ogodiabtitti、
くユ　　
Taηah正,UbUa}astaan,
く　の
MolipPaaagallaraartaan.
となりの衆も罹った...
老人も子どももしゃべらない
服 も道具もお祓いして
ただお祈 りの言葉を繰 り返すだけ
Kantankimkalanab岡aj?
01U亘nUkimbatan箕tiε噂?
Kihia嘆〕arabaranna_
Kohuondaaa～三aakutujda_
どこから誰が助けに来てくれるというのか
死を誰がやっつけて追い払えるというのか
もう半分 ぐらいの人が死んでしまった...
いったいどの くらいの竈の火が消えただろうか...
KOntUspUta.Karaoarda.
Hfrdikpftmaab『tustata,
haaktanl宜rgalaakkall註,
日が沈んだ 暗 くなった
光は投げ縄の長さに短くなった
遠くから権がやってきた
(17)606sg㎞櫨a「 さっ と見 回 した 」cf-s(一x,一k)+gin一で 「瞬 間 的一 回性 」を もつ 動 詞 を
形 成 す る.
(18)bugaat(強調 の 叙 法 詞)こ こで は 「死 か ら絶 対 に救 っ て くれ,病 を是 非 と も逃 れ させ
て くれ,今 す ぐ助 け て くれ 」の 意 に なる.
(19)alastaa一「燥 蒸 す る,バ チ が あ た ら ない よ うに 消毒 す る 」
(20)molippaぐ翼∫.molitva「祈 り」c£moliitba-molitpa-mol玉ppa母音 調 和 は満 た して い な
い.
(37)
Ogonn'orutaribarda. 老人が迎えに出た
Ki'rd'aailiitinuummata,
Ti'altanallaraturunna,
Ialifhfstfmi'ani'ald'1'kka.
ぼ ユ　
M鋤as伽bari'miani'allarga.
老いた手を差し出すことをせず
風下に立って
病が客に当たらないように
傍から客へ感染 らないように
Ologunbali「鉦nkapsiir,
HU掘g捌9勾anftifL
-TUrgannikmantanbarbaktaa,
Kim-daakalbatln,ildi雌a.
一同の状態を話 している
心に追ってきて泣いている
す ぐにここへ入ってきてはいけない
誰も入ってこないように伝えなさい
一Ba直bじtutujark6rdUkpUt,
Anfkaanuon～…aortubut,
Tugutt6rU齢ninnina,
Kaalbitfkaliηkaraja.
私達は皆 こんな風に眠っている
今のところ生き残っているのは10人ほどだ
(トナカイの)産月のすぐ前になったら
残 った者達を埋めに来てお くれ
一〇!Bifhaa,abfraa,ta1〕a職..,一
Hi㎏alaakkU【両inkapta,
N,onuhuttaba鉦nasta,
KaraginuutabUr直jda.
ああお助け下さい お救い下さい 神様...
櫨の人はホレイ杖 を掴んだ
先頭の トナカイが過ぎていった
その目は涙で一杯だった
Huol亘st茸n,kfKilaaalgaata,、
亡rstakatonton〔iηUnn註.
一HaatarahiakakOntfktin,
老人は道中の無事を願い
3回唱え 祈った
「おまえ様方の上に太陽が出てくるように
(21)maη議s伽「一 緒 に 乗 って」
(38)
D'ollookoloktobi魏in,
TabalarUq)UttuUk6ttal証L
Tuogudaak6rb6tbuollular,
Itiillarta瑚antabalaL
I雌llarkaalb責kihil翫.
Hfrgakiil銭ki～錠9圃旋,
Ogonn聰orhaqatin句dO曲「.
Hirin「ab紅aksan了tffr,
Ot,masbar証tad了ri慌r.
一iallargaiarごi賦ユnujda_
Hi㎏alaaktijankapsaat互.
Allaaktabanik61Unna,
qu翼〕ηaharatak6tUtt五.
Usk伽 亘()junttirinna.
く　　り
Turari',turba宜musta.
〔23)
Ulahad'ianituttular.
け む
L6乙直6kt翫innig註kiirdilhr.
幸せな暮らしが与えられますように」
トナカイたちは飛ぶように走った
無我夢中で疾走した
嘆きを察したのだ トナ.カイたちも
人々はただ泣くばかりだった
機の底骨は音を立てて軋んだ
老人の話 しを語っている
理なる大地は大いに嘆き
草 も木 も皆 すす り泣いている
となりの衆も病にやられた..,
権の人は帰 り着いて、話 した
元気の良い トナカイを繋 ぐと
シャーマンに知らせに駆けて行った
シャーマンは3日 間というもの準備した
あれやこれやを集めた
ウラバの家が建てられた
地唄衆が中に入った
(22)tur-ar-7,tur-baぱ「(直訳)立 っ てい る もの を,立 っ てい ない もの を」「(意訳).あれ や
これ や を」
(23)Urahad'ianituttular「ウラバ の家 が 建 て られ た」.ロ シ ア語 の不 定 人称 文 と 同 じ構 文
(目的 語 【対 格}+3人 称 複 数 形 動 詞)で,受 け 身 表 現 とな って い る.
(24)1㏄U6k「シ ャ ーマ ンの 歌 を繰 り返 して歌 う グ ル ー プ,地 唄 方 」
(39)
Ariankuogahinfg冨rda.
Kuogast11uogulaanbarda.
Tallankuogas苗tallεOda.
Urahad'i註k6t6h買sta.
斑なアビがつれてこられた
アビのように叫びだした
斑のアビとなって羽根をひろげ
ウラバの家を飛び出ていった
U6r直nkifrarfkomujda.
Iir註kiiatifrdflm6qt6.
Kutujakbuolanhfbfrgffr,
Kihinibarit江nhilliir,
シャーマンは儀式をして群れを集めて
狂った雄馬のようにのたうち回り
一声あげると北極ネズミに身を変えて
そこらの人を嗅ぎ回る
DUηUr血nogusta.Ojdo.
KU6majaboskotukbarda
-Ala勾,alaj;Ala勾,..
Iar買nfallarahalaj...
(25)
Ki'iranhanitittibaranna.
ゆ 　　
P繭1tgfnahirgtiolorde.
Onton〔i6gUIUUirkuogastl'i'
一Ki'ajbat'im
,kiajbat'im..一di-dL
シャーマンは太鼓を打ち鳴 らし飛び上がった
その声は朗々と響 く
アラエイ アライ アラエイ...
病は下界へ追い払え...
〔25)
カムラニエに憔惇 し切って
忽然と地面に座 り込んだ
それからアビのように叫び声をあげる
駄目だ 駄目だ 私には無理だと
Maniitintuuぼabulk吋da.
A乙aakdiakhigI疽kUnna.
Kihfl～loktoruuobalifr,
なかなか正気にもどらない
竈の方へ這っていって
赤い燃えがらをい くつも口に放 り込んだ
(25)k讐r一「シ ャー マ ンが 交 霊 等 を行 う」;シャー マ ンの 交 霊 等 をKaMHaHbe「カ ム ラニ エ 」
と ロシ ア 語 で い うcfΦacMep(:∋T.):K飢MaTb}13qaraT.kamlamak.ファス マ ー に よれ ば,
ロ シ ア語KaπMaTbはチ ャ ガ タイ語 のkamlamak(意味 は 同 じ)か ら.
(26)pUltgin一「突 然,忽 ち,大 変 素 速 く～す る」
(40)
K6ks茸takimiikakinirr. 喉が野生 トナカイのように軋む声をあげた
Kihiba直匿aod皿urguur.
qun～三〇ktonluobahiL
Ontonbuhirgat6n{inn註.
Kutu農mbugurdukatta:
人々は皆 固唾をのんでたたずんでいる
シャーマンはなおも燃えがらを放 り込む
やがてこの世に戻ってきた
節回しをつけて語るには:
``Ulakan(加nbaarata
.
Hulaktaak,aptaakbuolbuta。
Ginihuolunkim-daabfspat,
K茸ndi削d6tt{inanaaspat.
昔 えらいシャーマンがいた
名高く術に長けていた
その道を遮る者はなく
太陽 もはばかるくらいだった
Ogdubaabuolan.Biirki"ihi',
1且aari'9fmmi㎞tihU.
く　の
Ontutaataginanbarbft,
D'itititdink直掘a aalbft.
独 り者だったので ある乙女を
嫁 にしようと思ったという
ところがいざ出かけてみると
乙女は家から逃げてしまっていた
一〇goηogotugark註1i舳
Uokkuttanamattanututuom.
Olihin掘耐 望ip画t.
C嚇unhanaatakiajbft."
おまえの末代まで出向いて
おまえ達の竈の火を消 してやる
それで病を送り込んだのだ
そのシャーマンの呪いがかかっているのだ
(27)ontutac£17θκ.oHT一[yKa3aTeπbHoeMサcTo随MeHMeoToκ;cP.溜α }ynoTPe6π9eTc"To∬bKo
cnp盟THxaTe且bHHMMHpMcTaBKaMM:oHTyM,oHTyH,oHTo,oHr「yπapa-ToMoe,ToTBoe,To
ero,TOHX.【指 示 代 名 詞 で 所 有 接 辞 を付 した形 での み 使 わ れ る:ontum「私 の そ れ 」,ontuO
「君 の そ れ 」,onto「彼 の そ れ」,Gntu1徽「彼 らの そ れ 」】本 来,ontGとな るは ず の 形 式 が
ontutaとして 現 れ て い る のはontuを語 幹 とみ な した再 解 釈 が あ っ たの で は な い か.「彼
の彼 女 は 逃 げ た(選 ば れ た彼 女 は 家 か ら逃 げ て し まっ た)」
(41)
Kihiba=鷺aihiUiir,
Ojuntank6m6nUk6rdn顧r.
・Bihiginihaatarbihaar,
01〔i{in且batanirtaar.
人は皆 じっと聴 き入っていた
シャーマンに何 とかしてくれと頼んでいる
せめて私達は救うようにしてくれ
死をやっつけてどこかへやってしまってくれ と
0!iallargaialiftun叫jda_
Bah'dlonk血an註nk6st6.
ha副(kuΦaaskik6t6瓢UU,
Hippatini戯0161UO.
ああ となりの衆が罹ってしまった...
人は皆飛んで逃げていった
遠 く雷鳥が飛んでいくように
追い払えないのはこの死のみ
t}rPUtu6rk6rdUktarga～i～㌶,
〔28)
K6shuo且aこakaliここi.
Buospa-amaaksinkah葡din.
Huollamrdaanmunuoktun.
吹き飛ばされた群れのように広がって
あちこちに足跡がこんが らがっている
老狢な恐ろしい庖瘡よ 呪われよ
あちこちに伸びた足跡に迷ってどこかへ行って
しまうがよい
0!Iallarga誓ad'itum導da_
Bah'd㌦aiこ乙it欲buolla...
H〔虻d訟khutaanolorollor.
◎16rdiak㎞han貰llar,
ああ となりの衆が罹ってしまった。.,
どの家 も空っぽになってしまった
気味悪 く崩れ落ちている
今はもうこときれるのを待つのみ
Kim61U6rkUna⑪mas綴fr.
N6ηa6abiratannaas肱
Kannigakaalb責kihiaka,
Bagarhitiakiammakka.
死に頻 した人が毎 日 薪を割っている
かろうじて助かっている状態で薪を作っている
後に残る者のために
救いもなく横たわることになる者のため
(28)δakal讃f「(放牧 の 移動 痕 が)こ ん が らが っ て い る,も つ れ て い る」
(42)
Haatar江期an61b6t旺n,
arajik6rbUt直nihin.
髄61d認h血d…流k五raaPPit,
1n瓠【tiadnuhuubuolbut.
せめて凍えて死ぬことがないようにと
そんな不幸があるのを知っているからだ
(トナカイ)群れは恐ろしく散 らばり果てた
野性化 してしまうものもある始末だった
Aakular翫ahildlallar,
Tu1勾aktugutk6rd鰍t註r.
Kannigad曜aktarQrputa
Ontonbiasd「nlaakogoto.
馴鹿たちは声をあげて鳴いている
捨てられた仔のようになってしまった
後に残 された女がいた
傍らには5つ の子 どもがいる
◎lb証t荘biirdli乞gamunn'ar,
Balikぜftoooronih蝕
K且nuotatfga丘lnkma.
Ogotunf錘randiabita.
死せる者達を一つの家に集めた
魚のように凍ってしまった
日の光が差 し込んで来たとき
子どもを呼んで言った
一Uokkunkaalaa.Ututuma.
Itinanhaqatabじhfnna.
Korg両anuologoft買r
Inlatinturuoraha鉦ir.
おまえの火を大事にしなさい.消 してはいけない
そう言い残すと母はこときれた
息子は飢えて泣いた
母を起こそうとした
Hagadm,kimanftapt司?
Kimbosku(オtaOahftigi街?
Itaanhaniat温baranna,
Hil勾anut吋ankaalla.
かわいそうに今となっては誰が愛 しんで くれようか
誰がきれいな服を縫って くれるだろう
泣き疲れて しまって
泣き寝入 りに寝て しまった
Turbutauo舩utujbut
Ih「翫akamtoOonkaalbft
目が覚めると火は消えていた
母はすっか り冷た くなっていた
(43)
Ahianbagarankostonor,
　　　ラ
Busputattiiribordonor.
お腹が空いていることに気がついて
煮た肉を片端から食べた
Buolaktanto弓atibulla,
T量ihinant董n童ktaanki圃査,
Toヨ〕onhuorgaq】〕ahuulanar,
Oktonkaragabiilan海.
外に出て 凍った肉を見つけて
歯をたてて骨からむしりとってかじった
冷たくなった布団にくるまり
疲れきったその目をつむる
Mast6b6tαt伽kUn(オdo.
Kallil巨rkihilarbilsa.
itdaa醐billibat,
Utad'kim-daataksibat,
木の頂きに陽がかかるようになった
人々がやってきた
犬が鳴 くのも聞こえず
誰一入として出て くる者もない
Uologokihinik6r6n,
Orunannfgarkistanan,
Mummutkaasogotobuolbut,
Kihinibfl宜umnubut.
あの子どもは人を見て
寝床の中に隠れて しまった
迷い子になった鴨の子のように
人のことを忘れてしまったのだ
Hulaktanhurakbuolbuta,
Kaps江ltankapsaltijbit証,
Hi註bitabuospau朕luhu,
Kaaspitahogotokogonu.
Bu6t6khird翫gakim-daa
Hugast買tUspatanf-daa.
人から人へと語 り継がれ
話しが伝わっていった
猛威 をふるった庖瘡が
たった1入 子どもを残 したのだ
この廃嘘のあるところには誰1人
未だに近づ こうとはしないという
(29)bordon一「食べ 物 を選 り好 み しな い,何 で も片 端 か ら食 べ る」
(44)
II
Tulaajakulaatanispita.
Tihi'lfi'halaaniippitE,
くヨの
K'ii6aaaattaakin,itti,
くヨ　　
Ujbaanbuolbutaaga重a.
第 二 部 パ フル ガス
みなし児は育っていった
雌鹿がするように育てているのは
クウチャという名の母だった
ウイバンという名の父だった
一61ttiftt乞nkisttiiin
,一diill歴,
　ヨの
Bahi'rgasdi-diaattrillar,一
h〔igi'sBahirgasaattaak,
　ヨヨ　
Ti'innaakhi'rittinmuηnaak.
死に取 り込まれないよう隠さねばと言い合って
パフルガスという名をやがてつけた
犬によくある名前である
生きて哀れな者という意味である
(34)
Hiittan血buolbutkamigar,
HirgagaIniinard㌢1江gar
Iippit,taptaabfttaatata,
T『st買,tiriiliih直pp〔ita.
漁の網が張れるようになった年
権をあやつれるようになったその年のことだった
育ててくれた愛しい父が
忽然 と毛が吹き飛ぶように消えてしまった
Bahirgashuptuk{城ppaliir,
H1㎏alaak症ahinihilliiL
T証atat誕amattankalb証t,
IttarakiabannanUrbat.
パフルガスはずっと待っていた
縫の音が聞こえてきても
やっぱり父は帰ってこない
晩になっても犬が鳴 くことはなかった
(30)Kifこaa「ク ウチ ャ」は養 っ て くれ た母 の名 前
(31)切baan「ウイ バ ン」は養 っ て くれ た 父 の 名前[Ujbaan<r媚.班BaH「イ ワ ン」].
(32)Bahirgas「パ フル ガス 」は孤 児 の 男 の子 の あ だ名.幼 い子 供 に厄災 除 けの お ま じな い
と して 故 意 に縁 起 の 悪 い 名 をつ け る風 習 が あ る.「 生 きて 哀 れ な 者 」の 意.
(33)muqaakは「苦 労 の多 い 」を表 す が,人 に 呼 び か け る時 につ け,親 愛 の 情 を 表 す.cf
Bahfrgas,muonaak!「パ フ ル ガ ス,い い子,か わい い子!」
(34)hi量ttanar「ヒー ト仕 掛 け漁 をす る」hiit「ナ リ ム(か わ め ん た い)や カ マ ス や ク ンジ ャ
(あめ ます)を とる 漁 罠 」[hii雌nar=hiit+一taa(動詞 形 成接 辞一LAA)+一n(再帰 態 接 辞)+
.翫(3sg.ples.)「ヒー ト仕 掛 け漁 をす る」1
(45)
BiirdaBahfrgasoonn電on,
Algaskak試astakaa直㎞ n,
Ba砺uolunatagfnゆta,
Ub置lakobuluu(麺do.
ある時 パフルガスは遊んでいて
うっか り雪玉を投げたとき
金持ちの息子の足にあたった
その兄が怒って飛んできた
Baajkaanad'五binnii6tt6,
Uologokulgaagfnkapta,
KaPPit,ulluηnuumuskujaτ
OgotunKi驚aabfld'ahaL
金持ちの血はどす黒い
パフルガスの耳をば掴むと
靴をひっくり返すかのようにもみ くちゃにした
クウチャは子どものところへ飛んでい く
Ontonogotunaarlifr,
Kaaninorg吋akaanhoIottuuL
Kiah註nn瓢niallargakapsiir,
Baajda直h面aakkohuluu]r.
それから子どもに言って聞かせる
血をそっとふき取ってやる
晩になって近所の衆に話 しをした
金持ち達をかんかんになって非難 した
一〇gotobtija廿nbapPft,
Abaahidriitink瓢ppit.
くヨの
UdUmar,ba66ahaahi'ttan,
くヨ　ラ
An,agab'ili'rhi'哨an.
あんな子どもはろくなことがない
悪魔が毛皮を着ているのさ
あんな若い うちから嫌なやつさ
もの言いだってろくでもない
Bahirgasturbutunktinnti:
　ヨアラ
ーKohus,一baajBoldosditibitti,
パフルガスは大人になった
一緒にやらないか と金持ちボル ドスが言って来た
(35)OdUmarbaζ6ahaahfttan「若 い 頃 か ら(小さい 頃 か ら,こ の こ ろか ら)邪悪 だ 」;Ud直m謝
「邪 悪 な 」「血 も涙 も ない 」
(36)anlagabfhrhi醐an「言葉 使 い が 悪 い,汚 い 言 葉 を使 う」の 比 喩 的 表 現.逐 語 的 に は
「彼 の 口 は恐 ろ し く腐 っ て い る」
(37)Boldos「ボ ル ドス」(金持 ち の名 前)
(46)
くヨヨ　
一UonこatabataUIUUIU6m
,
TimirhUgabing狙astiam,
Kii'～iaaaartaharUolun:
一Boldosft-k三hLBil証gin?
K6r66r,albfnnfa掘igin,
T61U6huok齢jgin,mu朋un.
Kαhαn.KaartUsta.hirtoOno.
Tula勾ak翫gijankalla.
Ikkibaltfta{i6rallar,
T6h6kk6habat賎h註11雄.
10頭の トナカイを貸そう
うちの鉄の斧も借 りて くれればいい
クウチャは息子に言って聞かせる
ボル ドスは犬畜生のような者だよわかっているのかい
見ててごらん おまえのことを
だまくらかそうとしているのさ
ちゃんと支払おうなんて気はないんだから
おまえが目を見るだけだよ
秋になった 雪が降ってきた 寒 くなった
みなし児のパフルガスは戻ってきた
二人の弟は大喜びだ
とにか くパフルガスに抱きついた
Aandi削(oloo6euataktar,
Hrialahar琴6rdUkhi'tallar.
IrttnkajagasapPaOni'ir,
　ヨ　ラ
Ononugunn,abi'ltaqni"ir.
Bahirgastuokdiaj.HaOarbat.
Hfrgatadarmas,1乙こitak.
In"ataba圃「宜ntaajar,
HO頂gabuustuurg勾aL
扉の所に短靴が
イ トウ魚のように脱 ぎ捨てられて
穴があいたままころがっている
そこから靴底がだらしなくのぞいている
パフルガスは何をか言わん ただ黙するのみだった
権には積み荷一つなく空のまま
母のクウチャはたちまち飲み込んだ
心は冷え冷えするばか り
(38)taba-ta;一taは分 格 接 辞.ヤ クー ト語 で は 通 常,命 令 文 に の み使 わ れ る分 格 が,ド ル
ガ ン語 で は平 叙 文 に も使 わ れ る.「10頭 ほ どの トナ カ イ を私 は分 配 し よう」
(39)bntaOn買r「の ぞ い て い る,見 え て い る 」?;cfStachowski(1998)byltaO巨一"[z.B,durch
dasFenster】hineinschauen,rcinguchken"
(47)
OntonhUlaktarbuollular.
Ijaakula直jdadahallar.
Kihfnistanuokt知11註n.
T赫Un,kUn{is己uohunanaaraan.
やがて 知 らせが届 くようになった
世の中が変わると皆が言い合っている
冬になって指令が届いた
夜といわず昼といわず猟道を通 じて伸びていった
Nuu乙6alard,onukom旦lan,
Kolkuohu宜agat面jan.
Bahfrgasbi盆gahnd㌃har,
HUbani,munn'agft甑js翫
〔40)
Barankin-Dlanihi街kupeha
(41)
KU戯anNoskuogakalbita.
D「onubutugast貰iirpit,
Uogunbuhirg註tahaarb宜.
ロシア人がやってきて皆を指導 して
コルホーズがツン ドラにも組織され
パフルガスも加わって
ソヴィエ ト会議や委員会が作られた
バランキンという名のエニセイ川あた りの商人が
こっそ りハタンガに入 り込んできて
人々に賄賂を渡して取 り込んで
この土地に大変な力で勢力を張っていた
Karahanaa伽kistiir,
Kommuniskatiihinka直ir.
BiirgamUnn`agτ000rSOr,
A庄ihitbuolanhnd'ihar.
腹黒い狙いは面に出さず
コミュニス トにも歯をむき出さず
ある時 会議に出て来て
商人も一緒に参加 した
Ontonhuolaara616rtUUr.
Horoguanaan嫡dihr.
JakutkomsomQIhOPP睦ta,
それから道中のあちこちで人殺 しが起こるようになった
何人も不幸な目に遭う者が出た
コムソモールのヤクート人がいな くなった
(40)D'anih肉「ジェ ニ ヒエ イ」はエ ニ セ イ川 の ドル ガ ン人 に よる呼 称.【 ロシ ア語 の軟 母
音eは しば しば 有 声 破 擦 音 で 借 用 され る.ま た 母 音 間 でsはhに 変化 す るの は ヤ クー
ト語 と共 通】
(41)Nouskuo"Xatanga"「ノス クオ 」は 現在 の ハ タ ンガ(区)を 指 す.
(48)
Bahirgasdogofoolata.パフルガスの友人だった
Dulgaannarhinbihihakalar,
Osipovhaqatinistall翫
Bihiin覚一hi直fnfbilbita,
Utu6gadlonutaπpfta.
ドルガン人とヤクー ト人は同じだ
オシポフの話しをよく聞いた
振る舞い方もよくわかっていた
良い方向へ とみんなを引っ張ってくれた
Komsomolo頃adit屈jda.
Bahfrgasamiak6rd6st6,
T6ηUrgasaa韮k6tUt海,
こ削(～…削(aabuoluoo】〕 jor.
コムソモールの捜査隊を出した
パフルガスももちろん探 した
切 り株ひとつひとつを見て回り
盛 り上がったところがあればひっくり返して調べた
Ialfbaτ至●tinbaraata.
Haaskihuolla直k狙jda.
Ma皿aturuulaanturbuttar.
Uskihiataabitt註r.
近隣をくまなくしらべ
春の地面についた足跡を調べて回った
と そこに途切れたところがあった
三人が居たはずなのに
Bahirgashuollarfnirdiヒ
K6m廿kkabiilinanh6tU61且Or.
Tuokiramannabuolbuttar?
At買亡drrkarsanm6弓p亘tt百二
パフルガスがその足跡をつけていくと
深い雪の中に腰 までつかって行 った
ここで何をしていたのだ
雄獣のように争った跡がある
Ikkihuolmantant6nnUbUt.
Osipovbuhirga61bUし
Bahirgaskaa直'tabalfi,
Daユblt査bist溢kahr狙'r.
二入分の足跡はそこから戻っている
オシポフはここで死んだのだ
パフルガスは トナカイのように
夢中で叫びをあげながら雪 牽掘 り返した
(49)
O!Buhfεardogoro.Bulla,
K6r6nkaragakaraarda.
Hi'raj'indalbikajbittar,
　る　ラ
UnUUnntirbatari'aspfttar.
ああ そこに友が横たわっていた やっと見つけた
その目は黒ずみ
顔は傷だらけだった
あいつ らが刃物で突 き刺 したのだ
Ajagas,6jd66kuol老…ta.
Ba蝦'dlonginidi欲buolbuta.
K噸qananBaraankinbaandata,
To郵doktuutifratarpita.
気だての良い頭の良い若者だった
人々が皆 集まってきた
口々にバランキンの一味を非難 し
隠された陰謀が明るみに出た
KaahanBahfrgasdogoro,
Hirtarkaargatibilla.
Kojutkomsolnolot巾ta
Baan(lanfhinbik,hippita.
ヵ一リェンという友達がいたが
やはり吹雪の中に雪の上に倒れていた
す ぐにコムソモールの捜査隊がでて
やつ らを捕 らえることが出来た
Bolo乙ankaoOuor,koこogo.
KostorOsipovoηuoga.
Ug蔵skommunist61bU〔a.
(43}
Itinnika勾daanturbuta.
ボロチャンカの小高い丘に
オシポフの遺体が埋葬されている
沢山のコミュニス ト達が命を落とした
こうした争乱の時があったのだ
Bahfrgask6r6rbiliatin,
6jdUUrOsipovhaI〕atfn,
Kahuondakiaha皿im51dli,
勾anbi翫bi癒bukvanf.
パフルガスはその人の知恵を見てきた
賢かったオシポフの話 しを思う
幾晩 を共に過ごし
文字を教えてくれたことだったか
(42)両漁nn温r;UoUU「槍 」一n.?.nar(pl.)
(43)a勾daan「コ ミ ュニ ス ト達 の 死 につ い て動 揺 し,(多 くの こ とが 語 られ,人 々 は 良
い 人物 等 の死 につ い て憤 慨 した)」
(50)
AniBahirgasoloror,
Mahuorkatahigarhumjar.
Ti皿a直●tahaaraha1血,
KaargabUkvani'()juu盟uur.
ほの
Hajihhinn瓠iibukvalar,
Kumakihigarhitallar.
Ontonuこuutalkalbita
UlakanU6r洲【turbuta,
今 パフルガスは机に向かい
マホルカ煙草の紙に文字を書 く'
言葉を書き連ねようとして
雪の上にも文字を書 く
夏にはそういった文字を
砂の上に書いてみる
やがて先生がやってきた
大切な学びめ時間が始まったのだった
III
くイ　シ
Niki"in'IkittaBa1宜rgas,
Ostoollorotoloruas,
Kl'rd'anbaraank6rdstUldr,
Onu-mani'kapsattiihr.
.Ba埴・g・h狙iga註t瓦
A可in嫡ikδrbUt註.
Belorusdogorunkitta,
BiirdaplenOat茸basta.
一Uhuutaba苗qjbupput,
Tahiこ乙fk{臆ankuoppupput.
Onεonatagfnεaμa曲,
第 三部 出会 い
ヌクーとパフルガスがいる
テーブルにはご馳走が一杯である
年をとって久 しぶ りに会う二人である
あれこれ 話すことが一杯ある
パフルガスは戦争に行った
いろいろ大変な目に遭ってきた
白ロシア人の仲間と一緒に
ある時 捕虜になった
野生のトナカイのように逃げ出したんだ
逃げて逃れて 結局逃げおおせたのさ
それから足に弾が当たったこともある
(44)hinnalii「文 字 を並 べ て書 き連 ね て,読 み 書 き を習 って 」
(45)M蹟 「ヌ ク ー(男 性 の 名前)」(Ni蹟くrκ5.Niko周「ニ コ ラ イ」)
(51)
KmIiikaanaustubut,
Tatadnkatitargaha
At鉦ihOganilpita.
野生の大鹿みたいに血が長く引いて流れたさ
タタール人の友達が大 きな肩で
馬に乗せるみたいに背負ってくれた
Atiqnii証tanaaspfta,
Kihiumnuba`h甑ita.
B琉 正belorusdogoro,
董g丘anaktank6r〔ista.
雷が落ちるように猛烈に過 ぎていったが
人間はあの戦のことは忘れられないさ
今年 その白ロシア人の友達が
誘ってくれたので会いに行ってきた
OldU{kbuombatl海bitin,
Hir-ingabfhrgfatin.
Anfguorattarturbuttar
MasIark696r6n廿UmmOttaL
爆弾が降り注がれたのを覚えているし
その大地の昔の様子を覚えているが
今や あちこち街になっててさ
樹木 も育ち 緑も豊かだったよ
くぐの
一Atagi'mirdhontuta,
00uogauhaanU症mmata,一
dilinBahirgaskurutujar,
Atagak6m岨甜niald'ar,
Bahkt買karagahimpat,
Horokt雌n肛utujbat.
こちらの足ばか りはやっぱり駄目だね
骨がどうも良 くな りはしないよ
と言ってパフルガスは哀しげである
足が痛んで辛いことがあるよ
魚の目のように目がつむれないんだ
時々 眠れない夜がある
Ontonkoloruktanilla
UolunkUl廿gUnk6116正d6,
Tuollubutk6r註ηna欲1肛6t～i藤k
Samoletat宜garturbut.
それから 棚から持ってきて
息子の写真 を見せた
一人前のパイロットになって
飛行機の傍 らに立っている
(46)hontuta;hは強 調.
(52)
Ba歴rgas㎞肉atata血,
Ogotunaktanim勾ar.
パフルガスの顔は赤 くなって
遠 くの息子を愛おしんで微笑んでいる
N個uola冗raakhnd'ar,
Haldaatbuolanhuruk買tar:
一B漁dankanibilbatagim,
raketagaU6ran註bin,
ヌクーの息子 も遠 くに住んでいる
兵役に出ているが手紙をよこした
ベルダン銃なんて知らないが
ロケットのことを教わっていると
Ulakanuolatabahit,
Bfl躍fnoIde1宜ilbft.
K]宜haguorakkaoloktook,
Nikioi了allanabarbfttaak.
ほ　ラ
Noroliskaji'bilbitti,
Tabannantardfi'tarpi'ta.
ぱ 　ラ
Pilikajpurgaalaakhirddr,
Kihinit漁IUUk6tαtar.
長男は トナカイ飼育者だ
去年 表彰 された
娘は街住まいで
ヌクーは遊びに行ったりする
ノリリスクを知っていた
トナカイを連れてい く道筋だった
ものすごい吹雪の吹き付けるところだった
人間なんて毛のように吹き飛ばされそうだった
C麺d亘0■01ajanhfr了itfn.
Kannikiihatiitaba鉦n,
Muosta∬㎞amattankδrb6kk髄n,
Hi㎏ada直rd直gartulaoofn.
どんな道だったか覚えているさ
最後の櫨の トナカイだって
その角 さえ絶対に見えないよ
たとえ権の上に伸び上がったってね
On皿ukこaattaakkaraηa.
Tfmniinitimn買diabakka
そんなふうにもうろうとした闇の中さ
寒さをものともせずに
(47)Norolisk⑪「(地名)ノ リ リス ク」(ドゥジ ンカ 区 に あ る工 業 都 市)
(48)pilikaj「大 変 強 い 吹 雪,ほ ん の 少 し先 も見 え な い く らい の 強 い吹 雪 」
(53)
Ma1〕n勾9fSovetologo,
Kftaanakhiriflaakat注.
最初のソヴィエ トの暮 らしは
厳 しくて大変だったさ
Anfsanlolet田(saabit,
Tahagastah買taalbaabit.
今では飛行機も増えたし
貨物 も随分 届 くようになったよ
Bihigihirbithirk6rdO]k,
T6r66nulaapPitbihikpit.
Burujabuolbatakka臓qa,
Tim並'覚akolom皿othorgα
・H6k憾m,一diata,二ulafijb1tin
Ulakanguoratbuolbutun.
haakk696r6rkajanf,
Araこfta勾brtaNfkf正.
Massinabah匡akanii,
KαnaI舜rhirs貰dahrrsrL
natibiiliikaεげk6t6r,
Kannilarittanburgajar.
私達の大地もまた他の大地と同じく
私達 も大 きく育って来たものさ
闇そのものが悪であったとは言うまい
闇がそのまま不幸だったわけではない
驚いたね 様変わりだねと言った
大きな街になったものだ
山がやっぱり青 く見えるから
何 とか昔の面影がつかめるねとヌクーが言 う
車はどれ もこれ も
毎日 走 り抜けていく
まるで吹雪のように雪が舞う
後には霞がたっている
BuruogaahfUhUsuola,
Hiεimniihirtanhubujda.
BflirMkifbuburuottan,
K蝋mmitakuttanan.
三番目の子はガス関係さ
大地にガス網を建設 してねとヌクーが言う
昔だったらそんなガスなど見たときには
逃げ出して大騒 ぎだったよ
Abakaadliatadiab丘亡a, 熊の住処に違いないって
(54)
くく　ユ
Tuoramah互bl'rakpl'ta,
Ononkil買tardi'spi't,
Kan'i'spaklcak6tttpptit.
斜めに木をおいて通せんぼして
うっか り 踏み込まないように
とんで逃げてかえったものだった
飴11ar6st6nku従anannar,
H〔辻daakf㎜akk6spむtt…辻,
Anihoroktfataagnar,
Olgaahfnanastanallar.
みんなそうして口にも出さず怖がった
とにかく速 く遠 くに逃げた
今 じゃあ ツンドラのみんなも
このガスで料理をしているんだからねえ
Ugankapsatiiihig翫,
Palaglajamaaksinkiirar.
一Kaja,kalinbihiaka,
K曲1mk冨ihat6n伽na,
Duoktur藤6瓢ginbUt海da.
Taηasparkataabfttimaga.
Tu㎜tatullailigina,
K二6r6g{it,bnir血gijda
Hirigar血laliika11乱.
話 しが盛 り上がっているときに
ペラゲヤ婆 さんがはいってきた
おおい うちへ寄ってお くれよ
孫娘が戻ってきたのさ
医者の勉強を終わってね
私の着物にあの子が縫いつけたボタンがさ
まだ千切れるずにいるうちに
聞いておくれよ もう帰ってきたんだよ
こちらで仕事するっていうんだから
AniBahirgasoloror,
Palagi葡k艦nkii雌gaL
Ojd茸血rtulajaakbuolbutun,
Kfi～5aain'a掘董ippitin.
今 パフルガスは卓について
ペラゲヤの孫娘に話 してきかせる
孤児だった昔のこと
クウチャ母さんが育てて くれたことを
(49)tuoramahibfrakI漁「斜めに木を投げかけて」;天然ガスが出ているのを畏れて,後
から通 りかかる人が近づかないように通せんぼの意味で木の棒を道に斜めにおくこと
があった.
(55)
KajtakkomsemolUltitin,
Bastaan,tUksaranispitin.
くらの
Ontonradiba霞ahirin,
Htirtittah五riibuolbutun.
コムソモールの仕事がどんなだったか
リーダーになった り仲裁 した りしたことを
それからラジオがツンドラへ
戦争の知らせを伝えたことを
【51}
Kasdakosobu(功kihita,
Tabannanhadigabarda.
Ki1～iaauolunataarda,
T6nn6nkal趾nk6rb6t6.
何人の貨物櫨の人が
トナカイで戦いへ赴いたことか
クウチャは息子を送り出し
息子が戻ってくるまで生 きていなかった
``SovetskijT勾miア'gazed(a
,
Ba丘d,onh696naakpfta.
Bahfrgastuhunan藍gαs
Kaps証ll海五1〕inkohuun6s.
ソヴィエ ト・タイムル紙といえば
みんな驚いて読んだものだ
だってパフルガスの記事が一杯載ったのだ
多 くの手柄話が載った
Mutuktuunemihiholoon,
H甑ig註kommunistb廿olan。
Komsomolbiliatiniha
Mannikbaliatiihuruga
幹から枝を切 り出すようにドイッ人を追い払った
戦においてもコミュニス トだった
コムソモール証を取り出すと
ほら サインが入っている
``Ojag翫tiddrbuo1"
,一dtillibit,一
一〇 豆ihinbtijblgi'ktitistibit,
　らの
Ho660ttonik】dbil撤t証田(,
「常に若 くあれ」と書いてある
自分でもそう言い聞かせてきた
ほ の
2枚の証明書を持つているのだ
(50)πadiba<r鳳p瓠恥 「ラジ オ 」;他 にradimaとい う形 もあ る.
(51)kosobu盗「冬 期 に使 用 す る 貨 物用 の 櫨 」
(52)ikkibiliat甑k「二 枚 の 証 明 書 を持 って い る」の 意.コ ム ソ モ ー ル(共 産 青年 同 盟)証
は 通 常,脱 退 時 に返却 す る こ とに な っ てい るが,特 に優 れ た 活 躍 の あ っ た者 は返 却 せ/
(56)
Adarkomsomolbihmaak.コムソモール証保持者である
Bahfrgasostoolgokalla,
Sekretarlattfgarturda,
Partijnfjbiliatinflla,
A1萄da,hapta,nbijd註.
パフルガスはテーブルに戻ると
書記長の側にたった
党の証明書を出した
開いて 閉 じて 埃を払った
MuりkU衡mag勾k恒nnlirga,
Partijaarananbi鋤rbi掘.
Kottorbothanaaki勾b置ta,
Bahirgas宜rnnaakkalbit註,
本当に大変な時代だった
党は希望を与えて くれた
うち勝ちがたい思想があった
パフルガスは生きて戻ってきた
Partbiliatginibfh貰tfn,
C麺Un,Olatin,ologun,
Kat官ia功anbiarbita,
Ulakank6m6h直tbuolbuta.
党員証は彼の人生について
知識 仕事 生活について
繰 り返 し 道を示 してくれた
大きな助けとなってくれたのだ
Partija{ig{ishQrugun,
Hit猛nb正haaranispitin.
Bah1rgasanfmuqd'01100k,
Ug肛s齢bilogolook.
党の多 くの課題を
迅速にやり遂げてきた
パフルガスは今とても幸せ を感じている
先が楽しみな子 ども達 もいる
　　の
一ごti,kamni'ak,一diatinbiliEtin.さあ 出かけようと党員証に声 をかけさせるがよい
＼ず に保 持 す る こ とが 認 め られ て い た .パ フ ル ガ ス は優 秀 な コ ム ソモ ー ル 員 で あ った の
で,脱 退 後 も証 書 を保 持 し,共 産 党 員 証 も持 っ てい るの で,「2枚 の証 明書 を持 って い
る」 と作 中 に あ る.
(53)bnia必nとhildiddnはそ れ ぞれ2sg.poss.acc.の形 でdiatin「～ に言 わ しめ よ」の 目的
語.biliatここで は 「コム ソモ ー ル 証 」,hirdit「レー ニ ン の 肖像 のつ い た導 き手 」
(57)
Leninhir勾daakhirditin.
Im訟ksarkamabuolla,
Ardahit償ataagi加rda.
レーニンの写真のついた党員証に
夜明けの朝焼けの頃になった
早起 きのツンドラのみんなが 目を覚ます頃
Bahfrgaskamnaaεaεraga,
{54)
Iraatta``Buran"tiaha.
D脚abarta乞kbfh巧daahirga,
T6hδ蓋6δktabah董hn圏anna.
パフルガスはツン ドラに出た
プラン車の駆ける音が遠ざかる
まあ この速い権の具合のすばらしいこと
何頭分のトナカイの働きだろう
K亙'ilk6rdUk``Buran"k6pp直ta,
Hugahaaεamashaga緬.
Hirditdikgfnnaamiska
-TuruO,naこaaskaan,一di註bita.
野生の大鹿の如くプランは飛ぶように走る
森の境に近づいた
乗 り物はひとしきり揺れると止まった
少しここで待っていてくれよと言いお く
K6m旺gUtabamkarbaan,
UrdUkkaanこomζorgotij註n.
Tabaagrtohutanbrmkta,
Ispiiskamasta直nuurda.
深い雪の中を トナカイのように進んでいって
少 し上の高台に登っていった
タバコを割いて投げかけた
燐寸棒 もそこへ置いた
Barf●ti'ataag'ib1h敬a,
OlbUtkihigakili'i'ta.
6jdtitirBahi'rgasbuospani,
くらう　
K6h菰一k6htininilpiti.
これはツン ドラ人のや り方だ
死んだ人へのお供えものだ
パフルガスはあの庖瘡のことを思い出す
トナカイ飼育の人々をあの庖瘡が
根こそぎ連れ去って しまったことを
(54)Buran「プ ラ ン(モ ー タ ー権 の ブ ラ ン ド名)」
(55)ilpiti:ilt一「引 っ 張 る,運 び去 る」こ こで は 「恐 ろ しい庖 瘡 が一 族 を絶 滅 させ た こ と
を思 い 出 して い る」の 意.
(58)
Ontonuolattarkanilar,
Oηuoguk6r6nta勾dnar.
OIihinBaMrgaskaこaspat,
K6st66khihnantu㎜"bat.
やがて子ども達がやってきた
お墓を見にやってきた
パフルガスにこだわりはない
トナカイ飼育者等がたどった道を迂回はしない
Kihikuttanarfarifta,
Privivkak廿Uhαnbilbi1五.
TabahaEiτfnk6雌面k,
OnnutakaalbakkahUppαt.
かつて人が畏れた病は
ワクチンの力であとかたもない
トナカイが舐め取るように
あっという間に撲滅されたのだ
(1973god,Dudinka) 1973年ドゥジ ンカ に て
(59)
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